
飛
行
艇
対

B
げ

(
空
の
要
塞
)
-ーーーーー畠

騎
打
ち

私
は
旧
制
中
学
か
ら
海
軍
兵
学
校
に
進
み
、
海
軍
の
航
空
隊
で
水
上
機
、

飛
行
艇
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
と
し
て
勤
務
し
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
を
戦

い
抜
い
て
終
戦
を
迎
え
、
不
思
議
に
生
き
残

っ
て
い
る
者
で
あ
る
。

こ
の
間
日
中
戦
争
で
六
五
回
、
太
平
洋
戦
争
で
コ
二

五
回
の
航
空
戦
闘

今
回
が
最
期
と
決
意
し
た
こ
と
は
何
回
か
あ

っ
た
が
、
そ
の

を
体
験
し
、

う
ち
で
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
空
中
戦
に
つ
い
て
書
い
て
見
た
い
。

「
敵
機

ッ
、
右
後
方
近
い

ツ
」
、
尾
部
見
張
員
か
ら
の
急
報
が
来
た
。
「
空

戦
配
備
に
つ
け

ツ
」
と
叫
び
な
が
ら
私
は
全
速
で
超
低
空
に
降
下
し
た
。

昭
和
十
七
年
十

一
月
一
二

日
O
七
O
O、
ソ
ロ
モ
ン
群
島
ガ
ダ
ル
カ
ナ

ル
島
の
南

一
五
O
海
里
の
洋
上
で
あ
る
。

連
日
の
よ
う
に
飛
行
艇
の
未
帰
還
機
が
続
出
し
、
血
み
ど
ろ
の
戦
い
が

続
い
て
い
た
が
、
相
手
の
敵
機
が
何
者
な
の
か
は
未
だ
に
確
認
で
き
て
い

な
か

っ
た。

「ヒ」

(敵
飛
行
機
見
ゅ
の
無
電
暗
号
)
連
送
が
精

一
杯
。
直
ち
に
射
ち

合
い

が
始
ま
り
、
そ
の
う
ち
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
空
中
戦
を
や

っ
て
還

っ
て
く
る
と
い
う
飛
行
艇
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た。

ソ
ロ
モ

ン
の
激
戦

日

辻

常

雄

沼
袋
三
丁
目

場
で
は
こ
れ
が
未
帰
還
機
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

こ
の
日
ま
で
に
わ
が
飛
行
艇
隊
は
十
六
機
(
搭
乗
員
一
九
二
名
)
が
未

今
日
も
ま
た
激
戦
が
予
想
き
れ
て
い
た
。
こ
の
日
、
私
は
飛
行
長

十
七
機
目
の
未
帰
還
を
決
意
し

帰
還
、

の
前
で
心
の
中
に
誓
い
を
た
て
た
通
り
、

て
出
撃
し
た
の
で
あ
る
。
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空
中
戦
は
極
力
き
け
て
、
任
務
達
成
に
努
力
す
る
の
が
索
敵
機
の
本
分

こ
の
場
で
対
峠
し
た
以
上
、
空
戦
は
さ
け

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
、

ら
れ
な
い
。

私
は
早
期
決
戦
を
決
意
し
た
。
右
後
上
方
に
占
住
し
て
悠
々
と
追
尾
し

て
く
る
敵
機

B
口
。
敵
は
お
そ
ら
く
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
飛
行
場
に
通
報
し
て

僚
機
を
呼
ん
で
い
る
に
相
違
な
い
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
て
は
面
倒
な
り
と

左
へ
急
旋
回
、
反
航
体
勢
で
突

っ
込
ん
だ
。

高
速
の

B
口
と
低
速
の
九
七
式
大
艇
と
で
は
、
旋
回
圏
の
大
小
の
差
の

み
が
、
敵
に
つ
け
入
る
唯

一
の
活
路
で
あ
る
。
急
に
反
転
さ
れ
て
、
敵
は

泡
く

っ
た
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
し
て
た
ま
る
か
。
尾
部
の

二
0
ミ
リ

機
銃
を
一
連
射
浴
び
せ
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
敵
機
の
左
中
央
エ
ン
ジ
ン



を
貫
い
た
ら
し
い
。

パ
ッ
と
火
を
吹
い
た
の
ち
、
長
く
黒
煙
を
引
き
な
が

ら
遁
走
、
意
外
に
こ
の
勝
負
は
あ

っ
さ
り
と
つ
い
た
。

幸
先
ま
し
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
す
ま
ん
ぞ
と
い
う
気
が
し
て
な

ら
な
か

っ
た。

「
今
の
う
ち
に
朝
食
を
す
ま
せ
て
お
け
」
と
命
令
し
て
、
自
分
も
指
揮

官
席
に
戻

っ
て
弁
当
を
聞
い
た
。
と
、
副
操
縦
士
が
何
も
言
わ
ず
に
左
前

方
を
指
さ
し
た
。
よ
く
見
る
と
、
雲
に
隠
れ
な
が
ら
新
た
に

B
口
が

一
機、

食

っ
て
か
か
る
よ
う
に
向
か

っ
て
来
た
。

「
空
戦
だ

ツ
」
と
叫
び
な
が
ら
、
弁
当
を
な
ぐ
り
捨
て
て
指
揮
官
席
に

立
ち
上
が

っ
た
。
機
内
に
は
サ

l
ッ
と
殺
気
が
み
な
ぎ
る
。
空
戦
準
備
を

完
了
し
て
全
員
が
機
銃
配
置
に
つ
い
た
。
風
防
越
し
に
前
方
銃
座
の
射
士

の
不
敵
な
笑
顔
が
見
え
る
。
頼
も
し
い
限
り
だ
。
高
度
三
0
メ
ー
ト
ル
、

速
力

一
五
O
ノ
ッ
ト
で
基
地
方
向
に
針
路
を
と
る
。
「
き
あ
来
い
」
刻
々
射

ち
合
い
が
迫
る
。

敵
は
高
速
を
利
用
し
、
わ
が
前
方
を
抑
え
る
ご
と
く
、
ど
ん
ど
ん
追
い

越
し
て
行
く
。
「
く
る
ぞ
l
ッ
」
。
第

一
撃
は
敵
の
前
方
銃
と
わ
が
右
舷
四

門
の
機
銃
が
火
を
吐
い
た
。
と
も
に
命
中
弾
な
し
。
敵
は
、
交
差
す
る
と

す
ぐ
前
方
に
出
て
、
わ
れ
を
左
右
か
ら
交
差
す
る
よ
う
に
攻
撃
を
し
か
け

て
来
た
。
低
空
戦
闘
な
の
で
射
ち
合
う
毎
に
機
銃
弾
の
弾
着
が
あ
た
り

一

面
の
海
面
を
真

っ
白
に
波
立
た
せ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
不
気
味
で
あ
る
。

第
四
撃
目
交
差
し
た
瞬
間
、
敵
の
十
三
ミ
リ
機
銃
弾
が

一
発
わ
が
搭
乗
員

席
を
貫
い
た
。

「
畜
生

ッ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
硝
煙
の
中
で
誰
か
が
倒
れ
る
の
を

見
た
。
振
り
向
く
と
整
備
員
と
電
信
員
の
二
名
が
や
ら
れ
て
い
た
。
電
信

員
は
送
信
中
の
右
腕
が
関
節
部
か
ら
折
れ
て
ぶ
ら
き
が

っ
て
い
る
。
整
備

員
は
左
腕
を
抱
え
た
ま
ま
倒
れ
て
「
ガ
ソ
リ
ン
、

い
9
h
v

。

ガ
ソ
リ
ン
」
と
叫
ん
で

「
飛
行
士

ッ
、
手
当
を
し
ろ

ツ
」
と
ど
な
り
な
が
ら
、
首
の
マ
フ
ラ
ー

を
と

っ
て
投
げ
つ
け
た
。
タ
ン
ク
室
を
見
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン
が
音
を
立
て

て
タ
ン
ク
か
ら
吹
き
出
し
て
い
る
。

火
が
つ
か
な
い
の
が
不
思
議
だ
。

敵
の
攻
撃
は
執
助
だ
。
命
中
音
が
機
体
の
各
部
か
ら
ひ
び
い
て
く
る
。

し
か
し
、

火
は
ふ
か
な
い
。
四
つ
の
エ
ン
ジ
ン
も
全
力
運
転
を
続
け
て
い

る
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六
撃
目
、
「
ガ
チ

l
ン
」
と
い
う
音
と
と
も
に
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
席
の
前
方

艇
底
部
に
大
穴
が
あ
い
た
。
低
空
な
の
で
下
の
波
頭
が
見
え
る
。
私
の
頭

の
中
に
ふ
と
ひ
ら
め
い
た
。
「
こ
い
つ
は
今
ま
で
に
何
機
の
大
艇
を
食

っ
て

い
る
。
こ
い
つ
だ

ッ
。
大
艇
未
帰
還
の
原
因
は
敵
戦
闘
機
と
の
空
戦
で
は

な
い
。

B
口
だ

ッ
。
索
敵
機
同
志
の
空
中
戦
だ

っ
た
の
だ
。
よ
ー
し

ッ
、

何
と
し
て
も
こ
い
つ
を
撃
墜
し
て
や
る
。
十
七
機
目
の
未
帰
還
は
必
ず
食

い
止
め
て
見
せ
る
」
。

私
は
拳
銃
を
取
り
出
し
た
。

「
最
後
は
俺
が
言
う
か
ら
体
当
た
り
を
や
る
ぞ

ツ
」
主
操
の
肩
を
叩
く

と
、
大
き
く
う
な
ず
い
た
。

「
こ
れ
で
よ
し
」
吐
が
す
わ

っ
た
。
私
は
体
当
た
り
の
際

ク
ル
|
よ



り
一
足
先
に
拳
銃
で
自
決
す
る
覚
悟
を
決
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
指
揮
官

席
の
右
壁
が
熱
い
の
で
調
べ
る
と
、
十
三
ミ
リ
機
銃
弾
が
一
発
食
い
込
ん

で
い
た
。
搭
乗
員
二
名
を
傷
つ
け
た
弾
丸
で
あ
る
。
私
が
立
ち
上
が
っ
て

い
な
か
っ
た
な
ら
、

こ
の
一
弾
は
更
に
私
の
腰
を
砕
い
て
い
た
に
違
い
な

い
(
こ
の
弾
丸
は
記
念
に
保
管
し
て
い
る
)
。

交
戦
開
始
後
二
時
間
、
敵
の
射
撃
も
大
分
衰
え
て
来
た
。
副
操
が
突
如

機
首
を
下
げ
た
。
波
頭
が
目
前
に
迫
る
。
ふ
と
目
を
や
る
と
敵
が
真
横
か

ら
突
っ
込
ん
で
来
た
の
だ
。
恐
ら
く
わ
が
下
方
に
も
ぐ
っ
て
艇
底
か
ら
射

ち
こ
も
う
と
し
た
に
違
い
な
い
。
副
操
が
機
敏
に
こ
れ
を
防
い
だ
の
で
あ

る
。
敵
は
わ
が
尾
部
の
後
下
方
至
近
を
横
切
る
結
果
と
な
り
、
わ
が
尾
部

銃
(
二

0
ミ
リ
機
銃
)
の
猛
射
を
う
け
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
が
や
ら
れ
た
の
か
、

右
か
ら
大
き
く
わ
れ
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
迫
っ
た
が
、
敵
の
機
銃
は

ほ
と
ん
ど
射
撃
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
左
翼
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
の
尾
を
引
き
な

が
ら
ガ
ダ
ル
の
方
向
に
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。
「
勝

っ
た
ぞ

ッ
」
思
わ
ず
声

が
出
た
。
し
か
し
最
早
追
跡
す
る
力
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

B
日
二
機
と
二
時
間
に
及
ぶ
空
中
戦
、
射
ち
合
っ
た
機
銃
は
各
七
門
宛

計
十
四
門
。
敵
を
撃
退
で
き
た
も
の
の
索
敵
行
動
は
打
切
り
、
引
き
返
す

以
外
に
は
な
い
。
搭
乗
員
は
重
傷
二
名
、
被
弾
多
数
、
機
銃
残
弾
各
銃
一

弾
倉
、
燃
料
は
タ
ン
ク
を
射
ち
ぬ
か
れ
た
が
、
床
部
分
が
残

っ
た
た
め
に

残
燃
料
は
二
時
間
分
、
基
地
ま
で
ぎ
り
ぎ
り
、
幸
い
に
も
無
線
は
無
事
で

あ
っ
た
。
早
速
基
地
に
報
告
し
た
。

「
B
口
二
機
と
約
二
時
間
交
戦
、
重
傷
二
名
、
被
弾
多
数
、
燃
料
漏
洩

残
二
時
間
、
基
地
の
南
東
二
百
海
里
を
帰
投
中
、
不
時
着
す
る
や
も
知
れ

ず、

O
九
二

O
」

報
告
は
悲
壮
な
も
の
だ
が
、
機
内
の
空
気
は
明
る
か

っ
た
。
重
傷
者
は

基
地
ま
で
は
も
つ
だ
ろ
う
。
(
実
際
は
元
気
だ
っ
た
。
帰
投
後
野
戦
病
院
で

手
術
、
治
療
。
二
名
と
も
終
戦
後
元
気
に
勤
務
し
て
い
る
。
)

基
地
ま
で
の
飛
行
は
約
一
時
間
半
、
燃
料
節
約
、
重
傷
者
の
介
護
、
故

障
箇
所
の
調
査
は
勿
論
、
万
一
こ
れ
以
上
会
敵
す
れ
ば
最
期
が
く
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
総
員
真
剣
な
見
張
り
を
続
け
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

自
ら
操
縦
梓
を
握
り
、

O
九
三

O
基
地
上
空
着
。
沈
没
の
恐
れ
も
あ
り
、

か
〈

ぎ

砂
浜
の
最
短
距
離
に
着
水
し
て
無
事
摘
座
で
き
た
。
ザ
ザ
ザ

l
ッ
と
い
う

底
体
の
砂
に
の
っ
た
感
触
に
、
あ
あ
生
き
て
還
っ
た
と
い
う
実
感
が
こ
み

あ
げ
た
。
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司
令
の
前
に
報
告
の
た
め
整
列
し
た
面
々
は
、

何
れ
も
血
と
油
と
海
水

に
ま
み
れ
て
い
た
。

「
よ
く
生
還
し
て
く
れ
た
。
有
難
う
」
司
令
が
手
を
の
ば
し
て
握
手
を

求
め
ら
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
翼
内
一
番
タ
ン
ク
は
火
災
を
起
こ
し
て
い
た
が
自
然
消

火
し
て
い
た
。
艇
体
の
被
弾
九
六
発
、
わ
が
愛
機
、
よ
く
ぞ
飛
ん
で
く
れ

た。
こ
の
空
中
戦
は
私
に
と

っ
て
一
生
忘
れ
得
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
私
の

生
還
が
、
飛
行
艇
の
空
戦
防
御
強
化
対
策
実
現
の
糸
口
と
な

っ
た
か
ら
で

あ
る
。



即
ち
、
ソ
ロ
モ
ン
索
敵
隊
の
敵
は
米
軍
の
索
敵
機
B
口
で
あ
り
、
大
型

哨
戒
機
同
士
の
空
戦
と
い
う
予
想
も
し
な
か

っ
た
事
実
が
立
証
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

あ
の
空
戦
、

二
時
間
の
死
閥
、
と
に
か
く
飛
行
艇
の
未
帰
還
は
十
七
機

目
で
食
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

事

(筆
者
註
)

・
B
口

四
発
の
米
陸
軍
の
陸
上
爆
撃
機
。
終
戦
前
日
本
空
襲
に
活
躍
し
た

B

mの
前
身
で
あ
る
。
乗
員
約
十
名
、
搭
載
装
備
の
機
銃
は
四

0
ミ
リ

機
関
砲
を
は
じ
め
十
三
ミ
リ
機
銃
で
更
に
防
弾
装
備
が
あ
り
、
高
速

の
強
敵
で
あ
っ
た
。

-
日
本
の
飛
行
艇

九
七
式
大
型
飛
行
艇
、
四
発
、
航
続
距
離
四
千
海
里
。
後
半
二
式
大

型
飛
行
艇
が
誕
生
し
、
長
距
離
哨
戒
攻
撃
等
に
威
力
を
発
揮
し
た
が
、

こ
の
時
点
で
は
九
七
式
大
艇
の
み
が
使
用
さ
れ
た
。
乗
員

(戦
時
)

十

一
名
、
搭
載
機
銃
は
二
0
ミ
リ
、
七
・
七
ミ
リ

の
小
火
器
で
防
弾

装
備
は
初
期
に
は
な
か

っ
た。
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